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序章 IPA/OSSセンター設立

人の知恵と技術の結集、活性化メリットを最大化

利用上の不安払拭

ＯＳＳ充実度の低い分野への戦略的なアプローチ

地域格差、デジタルデバイド対策

有効なIT調達モデルの提示

オープンソースソフトウェア・センター設立 （2006年1月）

我が国のＯＳＳ活用・普及のため、ＯＳＳセンターがその中核となり、
国内で協調して進めるべき課題、分野に取り組む。

－各種団体（日本/国際）との連携、技術的不足部分の拡充、情報の集約・啓蒙 、各種制度検討－



OSSセンター初年度活動：３つの柱

②Development (基盤整備)

ベーススタックの評価の基準策定および検証
評価ツールの整備・提供
整備すべきＯＳＳの明確化、開発支援
技術的課題の明確化、解決策の模索
ＯＳＳ活用の実証実験の実施

②Development (基盤整備)

ベーススタックの評価の基準策定および検証
評価ツールの整備・提供
整備すべきＯＳＳの明確化、開発支援
技術的課題の明確化、解決策の模索
ＯＳＳ活用の実証実験の実施

③ Publicity (情報の集約・発信)
ＯＳＳ iPedia（OSSデータベース）を利用し、幅広い情報の収集、
他の情報へのリンク等整備、所在情報を含めた情報を集約し公開
海外の類似機関、類似活動との補完関係の樹立
各種コミュニティとの情報交流、協力関係の確立
政府および関係機関への協力、提言

③ Publicity (情報の集約・発信)
ＯＳＳ iPedia（OSSデータベース）を利用し、幅広い情報の収集、
他の情報へのリンク等整備、所在情報を含めた情報を集約し公開
海外の類似機関、類似活動との補完関係の樹立
各種コミュニティとの情報交流、協力関係の確立
政府および関係機関への協力、提言

① Research (OSSの普及促進)
OSS普及の阻害要因を洗い出し、解決策を検討
ベストプラクティス事例の収集、検討
法的課題の整理、提言
各種啓蒙活動の実施

① Research (OSSの普及促進)
OSS普及の阻害要因を洗い出し、解決策を検討
ベストプラクティス事例の収集、検討
法的課題の整理、提言
各種啓蒙活動の実施



Publicity
OSSセンター“情報の集約・発信”

オープンソース情報データベース

OSS iPedia

http://ossipedia.ipa.go.jp

5月15日午前10時に公開
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OSS iPediaとは
ＯＳＳ関連情報データベース（名称：OSS iPedia）を構築し、情報集積拠点
ＯＳＳセンターから情報の集約と発信を行います。
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OSS iPedia 初期段階のスペック

1. OSS 導入事例情報
– 70に上る事例情報 (SIフォーラム/OSDL Japan)

• 規模 / 産業 / コンビネーション詳細
• SIベンダー情報

2. 性能評価情報
– 200に上る レポート (WG1/Japan)
– 性能評価のためのガイドライン、ツール、実測データ

3. 共通ナレッジベース
– 400に上るOSS解説

• 用語解説: 270 
• ディレクトリ: 45
• Q&A: 80 
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OSS iPediaの構成

ＯＳＳ ｉＰｅｄｉａは、３つのカテゴリー（性能評価、
導入事例、ナレッジベース）から構成されます。

・導入規模
・OSS構成情報
・SIベンダー

・性能評価手法
・評価報告書
・考察データ

・OSS用語集 ・OSSディレクトリ ・Q&A

導入事例情報 性能評価情報

ナレッジベース

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ投稿ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ投稿

ｱｸｾｽ ﾗﾝｷﾝｸﾞｱｸｾｽ ﾗﾝｷﾝｸﾞ

目的/条件検索目的/条件検索

RSS情報配信RSS情報配信
．．．



COPYRIGHT (C) Information-technology Promotion Agency, Japan 8

ＯＳＳ ｉＰｅｄｉａ トップ画面

利用者はシンプルで解りやすいトップ画面から、
求める情報へ素早くたどり着くことができます。

サイト全体
の検索

導入事例へ

性能評価へ

ナレッジベースへ

http://ossipedia.ipa.go.jp/



第１章 性能評価情報

• OSS技術の視点
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ＯＳＳ ｉＰｅｄｉａ 性能評価情報

性能評価の
新着情報

性能評価の
アクセスランキング

システム構築や性能見積もりなどに必要な評価レポートや
評価用データを入手できます。
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性能評価情報/検索エンジン

カテゴリによる
検索

詳細な条件指定
による検索

ハードウェア、ＯＳ、ミドルウェアなどの評価用スタックの
組み合わせを指定することにより、条件検索ができます。

・評価方法（ベンチマーク）

・対象ソフト（ミドルウェア）

・OS

・サーバ

・CPU

・アーキテクチャ

・周波数

・プロセッサ数

・メモリ

・ストレージ
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性能評価情報 ”詳細”

選択された性能
評価情報の詳細

グラフや図画像に
よる詳細な説明

検索エンジンを使って選択した性能評価の詳細が確認できます。



処
理
性
能

負荷

OSS
チューニング無し

OSS
チューニング後

商用ソフト
チューニング無し

デフォルト設定でOSSを使える領域

OSSは使えるが高度なノウハウが必要な領域
(OSSに詳しいベンダの支援が必要な領域)

OSSが適用できない領域
（商用ソフトでないと駄目な領域）

境界をはっきり
させたい。
継続して評価
していきたい。

構成を工夫することでOSSが適用できる領域
（OSSで対応可能な領域）

OSS
クラスタ/複数CPU/64ビット

OSSの性能限界を明らかにすることで、OSSの適用可能領域を明確化する

“参考”OSS iPediaの性能評価情報の概要
性能評価の基本的な考え方



第２章 導入事例情報

• OSS導入の視点
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ＯＳＳ ｉＰｅｄｉａ 導入事例情報

導入事例の
新着情報

導入事例の
条件検索

事例集の中からベストプラクティスを参照できます。

導入事例の
ｱｸｾｽﾗﾝｷﾝｸﾞ
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導入事例情報/検索エンジン

業種や目的を指定して検索することができます。

初期コンテンツの
業種別登録件数

・官庁 7件
・金融 6件
・製造 10件
・建設 1件
・流通 11件
・医療 1件
・文教 7件
・通信 2件
・IT事業 7件
・メディア 1件
・サービス 8件
・その他 5件
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導入事例検索結果

“官公庁”で”Ｗｅｂサービス”を利用している事例の
検索結果例（5件を表示）
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導入事例情報 “詳細”

選択された導入事例の詳細が確認できます。



構築事例１
次世代バイオデータベース

• バイオデータベース
– 様々な生物のゲノムプロジェクトのデータや塩基配列の特
許情報等の登録/検索を行う次世代バイオデータベース

約4300万件のバイオ（塩基配
列）関連の特許データ検索を
可能とするハードウェアとOSS
の組み合わせを確認できる。

最先端のバイオ特許の情報検索を、OSSが可能にしていることが分かる。



構築事例２
地方自治体の事例「しまね電子申請サービス」

– インターネットを通じた各種申請・届出などの行政手続や
公共施設予約を行うシステム。

島根県と全市町村参加による共同運
用を実現したOSSのシステム構築事
例。

例：住民票の写し等の交付請求、戸
籍の付票の写し等の交付請求、自動
車税の住所変更手続き、道路の承認
工事着手届け、市民税の課税証明書
の交付等

OSSシステムが、市民生活の行政基盤を支えていることが分かる。

• “しまね電子申請サービス”



第３章 ナレッジベース

• OSS利用の視点
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OSS iPedia ナレッジベース

コメントを投稿

Ｑ＆Ａ集、用語集、ディレクトリによりＯＳＳ関連の
ナレッジ情報を収集できます。 ※カテゴリごとに分類されたOSS関連情報集



第4章 活用

• OSS活用の視点
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ＯＳＳ ｉＰｅｄｉａ 利用者からのフィードバック

登録情報に対するコメントや考察を広く受け付け、
多くの人に利用しやすいデータベースを目指します。

OSS iPediaは、登録された
情報についてのコメント
を受付けています。



COPYRIGHT (C) Information-technology Promotion Agency, Japan 25

ＯＳＳ ｉＰｅｄｉａ OSS関連情報の登録

性能評価情報と導入事例情報を、一般から広く集めデータ
ベースのコンテンツを拡充していきます。

導入事例情報の登録性能評価情報の登録
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ossc-info@ipa.go.jp
http://ossipedia.ipa.go.jp/


